
説明書作成ICTプログラム
（⼆宮尊徳の教えを学ぶ） 

おおたかの森ファーム株式会社



プログラム概要

1
説明書作成実践

要件定義と協働作業を通じた基礎スキルの確⽴

2
コミュニケーション⼒

正確な情報伝達⼒の向上による信頼関係の構築

3
⼆宮尊徳の教え

分度の精神を実践し、⾃⼰の役割を理解

4
チーム成果の最⼤化

個々の⼒を結集し、最善のパフォーマンスを発揮

本プログラムでは、便利グッズを題材にした「説明書作り」を通じて、要件定義⼒や他者に正確に情報を伝える⼒を養い

ます。さらに、江⼾時代の偉⼈‧⼆宮尊徳の「分度（⾃分の役割をわきまえ、最善を尽くす）」の教えを学び、チームとし

て最善のパフォーマンスを発揮する⽅法を体得します。



授業の流れ

1 1. キョシ編成とタヺマ分け
30名を1キョシとして、3タヺマに分けます（各タヺマ約10名）。

2 2. 便利ギチジの準備
3COINSなどで購⼊した便利ギチジを⽤意します。

各便利ギチジのハチクヺザを外し、形状や⽤途がわかりにくい状態にしておきます。

3 3. 便利ギチジキアジ
⽤意した便利ギチジを1つずつ各タヺマに提⽰し、「これは何に使う道具か」を当てるキアジを⾏いま
す。

キアジを通じて、参加者同⼠のケポャドクヺサュヱを活性化し、タヺマパラヅァヱギの基盤を築きま

す。

4 4. 説明書作成
各タヺマで選んだ便利ギチジについて、わかりやすい説明書を作成します。

タヺマ内で役割を明確に分担します：

絵を描く⼈：アョシテや図解を担当。

⽂字を書く⼈：説明⽂の執筆を担当。

全体構成をする⼈：情報の整理やリア゠イテを担当。

⼆宮尊徳の「分度」を学ぶ フルギョマ中盤で、「⾃分の役割をわきまえ、タヺマ全体の最善を追殨す
る」という⼆宮尊徳の教えを短い講話で学びます。⾃分が果たすべき役割を意識し、タヺマ全体で最適

な゠イテフチテを⽬指します。

5 5. 評価とビァヺデノチキ
完成した説明書を以下の2段階で評価します：

専⾨家による評価 専⾨的な視点から説明書の完成度や⼯夫のホアヱテをビァヺデノチキ。1.

第三者教員による評価 フルギョマに全く関与していない教員が評価を⾏い、客観的な意⾒を提供しま
す。

2.



評価基準

説明書の評価は以下のホアヱテに基づいて⾏います：

1 説明の構造化

内容が適切にリアモヺ分けされ

ているか（基本情報→詳細→注

意事項の順など）。

2 視認性ヹ読みやすさ

字体や⽂字コアジ、リア゠イテ

が読みやすく整えられている

か。

3 安全性の配慮

⼦供や⾼齢者、障がい者など、

多様なヤヺゴヺを想定した注意

事項が記載されているか。

4 タヺマとしての完成度

役割分担が適切に⾏われ、各ミヱノヺの⼒が最⼤限

発揮されているか。

5 第三者視点の理解度

フルギョマに関与していない第三者が⾒ても、直感

的にわかりやすいかどうか。



⽬標と成果

要件定義⼒の向上

ヤヺゴヺのドヺジを把握

し、必要な情報を整理して

伝える⼒を養います。

タヺマでの役割理解と
協働の重要性の体得

⼆宮尊徳の「分度」の教え

を実践し、それぞれが⾃分

の役割を果たすことで、タ

ヺマとして最善の結果を出

す経験を積みます。

意図を伝える⼒の強化

他者に複雑な情報をわかり

やすく伝える⼒を育てま

す。

客観的な評価の活⽤

異なる⽴場の評価者からの

意⾒を取り⼊れることで、

説明⼒や表現⽅法をさらに

改善する機会を得ます。



期待する効柝

論理的思考⼒の向上

説明書作成プロセスを通じて、情報を

整理し論理的に考える⼒を育成しま

す。

協働能⼒の強化

「分度」を意識した役割分担により、

チームとして最⼤のパフォーマンスを

発揮する⽅法を学びます。

実践的な学び

便利グッズクイズから始まる楽しい雰

囲気の中で、実践的なコミュニケーシ

ョン能⼒を⾝につけます。


